
芦屋町職員芦屋町職員のの給与・定員管理給与・定員管理のの状況状況をを公表します公表します

  ３．３．初任給の状況初任給の状況（令和７年４月１日現在）（令和７年４月１日現在）

区分
一般行政職 技能労務職

大学卒 高校卒 高校卒
芦屋町 220,000 円 194,500 円 211,000 円

国 220,000 円 188,000 円 －

　令和６年度決算統計調査と令和７年給与実態調査・
定員管理調査（4月 1日）の資料に基づき、芦屋町職
員の給与と定員管理などの状況を公表します。詳しく
は町のホームページで 4月末までに公開する予定です。

▽問い合わせ　人事係（☎２２３-３５７４）

職員数
（Ａ）

給与費 １人当たり
給与費

（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末勤勉手当 計（Ｂ）
153 人 5 億 6462 万円 9800 万円 ２億 1075 万円 8 億 7337 万円 571 万円

②職員給与費の状況（令和６年度普通会計決算）

  １．１．総括総括（普通会計決算）（普通会計決算）

住民基本
台帳人口

（令和７年１月１日）

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

前年度の
人件費率

1万 2728 人 94 億 9855 万円 14 億 8123 万円 15.6％ 13.1％

①人件費の状況（令和６年度普通会計決算）

※普通会計とは、一般会計と給食センター特別会計のことです。
※�人件費には、特別職の給与や報酬、一般職の給料や諸手当のほか
に共済組合負担金などが含まれます。

  ２．２．平均給与月額の状況平均給与月額の状況（令和７年４月１日現在）（令和７年４月１日現在）

区分
一般行政職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額
（国ベース）

芦屋町 41.4 歳 307,200 円 371,801 円 337,762 円
国 41.9 歳 332,237 円 － 414,480 円

区分 労務職
芦屋町 48.6 歳 291,300 円 323,300 円 304,100 円

国 51.3 歳 294,567 円 － 337,907 円
※�平均給与月額とは、給料月額（基本給）と扶養手当、地域手当、
住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を平均した
もので、平均給与月額（国ベース）とは、国家公務員と同基準（時
間外勤務手当などは含まない）で額を平均したものです。

  ４．手当の状況４．手当の状況

支給割合
役職加算

期末手当 勤勉手当
2.5 月 2.1 月 5 ～ 15％

①期末手当・勤勉手当（令和６年度支給割合）

区分 勤続 20 年 勤続 25 年 勤続 35 年 最高
限度額

１人当たりの
平均支給額

自己都合 19.67 月分 28.04 月分 39.76 月分 47.71月分 81 万円
勧奨・定年 24.59 月分 33.27 月分 47.71月分 47.71月分 2099 万円

②退職手当（令和７年４月１日現在）

※�１人当たりの平均支給額は、令和６年度に退職した職員に支給さ
れた平均額です。

③その他の手当（令和７年４月１日現在） 

手当名 内容と支給単価
１人当たりの
平均支給年額

（令和６年度決算）

地域手当
（給料 + 扶養手当 + 管理職手当）
×支給割合（2％）

【参考】令和６年度：芦屋町：0％、
福岡市：10％

� 349,770 円

特殊勤務手当 徴税特殊勤務手当、
ボートレース事業特殊勤務手当など � 234,960 円

扶養手当
子 11,500 円、配偶者 3,000 円、
その他 6,500 円

【参考】令和６年度：子 10,000 円、
子以外 6,500 円

232,537 円

住居手当 借家� 上限 28,000 円 258,962 円

通勤手当
公共交通機関 � 上限 55,000 円
自家用車など（2km 以上） 
� 2,000 円～ 24,400 円

61,072 円

管理職手当 � 49,600 円～ 72,700 円 790,042 円
時間外手当 正規の勤務時間外の勤務 349,115 円

※�職員数は一般職に属する職員数で、休職者、育児休業者、派遣職
員を含みます。

  ６．職員数の状況６．職員数の状況（各年４月１日現在）（各年４月１日現在）

職員数（人） 対前年
増減数
（人）令和６年 令和７年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 3 3 －
総務・企画 57 57 －
税務 11 11 －
民生 28 27 △ 1
衛生 11 11 －
農林水産 5 6 1
商工 5 5 －
土木 16 17 1

計 136 137 1
教育部門 17 18 1

　小計 153 155 2
会
計
部
門

公
営
企
業
等

下水道 4 4 －
ボートレース 22 22 －
その他 6 4 △ 2

小計 32 30 △ 2
合　計 185 185 －

区分
部門

  ５．特別職の報酬などの状況５．特別職の報酬などの状況（令和７年４月１日現在）（令和７年４月１日現在）

区分 報酬 退職手当 期末手当
議　長 345,000 円

該当なし
� 6 月期 1.45 月
� 12 月期 1.45 月

（特別職加算 20％）
副議長 318,000 円
議　員 298,000 円

区分 給料 退職手当 期末手当
町　長 744,000 円 給料月額×

在職年数× 450/100
� 6 月期 1.525 月
�12 月期 1.525 月
（特別職加算 20％）

副町長 621,000 円 給料月額×
在職年数× 300/100

教育長 581,000 円 給料月額×
在職年数× 240/100

事業管理者 562,000 円 給料月額×
在職年数× 240/100
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芦屋町公式ＬＩＮＥ

　

芦
屋
歴
史
の
里
の
収
蔵
品
の
ほ
と
ん

ど
が
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
贈
に
よ

る
も
の
で
す
。令
和
7
年
も
寄
贈
の
申
し

出
を
い
た
だ
き
、新
た
に
資
料
を
収
蔵
し

ま
し
た
。
前
回
に
引
き
続
き
、令
和
7
年

度
に
新
収
蔵
し
た
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

●
岩
崎 

天て
ん
が
い外
「
梅
」

　
岩
崎 

天
外
は
、
芦
屋
町
出
身
の
南
画

家
で
す
。
守
田 

洞ど
う
ざ
ん山
や
吉よ
し
つ
ぐ嗣 

拝は
い
ざ
ん山
に
師

事
し
ま
し
た
。
ま
た
、芦
屋
町
郷
土
史
研

究
会
初
代
会
長
と
し
て
、郷
土
の
歴
史
文

化
の
発
展
に
大
き
く
関
わ
っ
た
人
物
で

も
あ
り
ま
す
。
天
外
は
、「
梅
の
天
外
」と

称
さ
れ
る
ほ
ど
、梅
を
題
材
に
し
た
作
品

が
多
く
あ
り
、
本
作
も
そ
の
一
つ
で
す
。

本
作
は
、
昔
、
光
明
寺
下
に
あ
っ
た
薬
や
く
し
ょ
う商

塩
田
屋
に
伝
わ
っ
た
掛
軸
で
、塩
田
屋
は

天
外
と
交
流
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

●
軍
服
一
式

　

第
二
次
世
界
大
戦
の
際
、
芦
屋
町
か

ら
南
方
へ
出し
ゅ
っ
せ
い征し
、
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦

に
参
加
さ
れ
た
人
の
遺
品
で
す
。
軍
服
、

帽
子
、
外が
い
と
う套
、
背は
い
の
う嚢
な
ど
一
式
が
す
べ
て

そ
ろ
い
、
き
れ
い
な

状
態
で
保
管
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
戦
後
80

年
の
節
目
の
年
に
寄

贈
い
た
だ
け
た
こ
と

は
、
平
和
の
尊
さ
を

考
え
る
良
い
き
っ
か

け
に
な
り
ま
し
た
。

●
福
岡
縣け
ん
史
資
料
　
全
13
冊

　
伊
東 

尾お
し
ろ
う
四
郎
氏
が
編
さ
ん
し
た
、
江

戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
福
岡
県
の
民

政
資
料
や
福
岡
県
の
歴
史
研
究
の
基
礎

資
料
を
収
録
し
た
資
料
で
す
。
昭
和
７

（
1
9
3
2
）
年
～
昭
和
18
（
1
9
4
3
）

年
に
か
け
て
発
行
さ
れ
た
正
編
10
集
、続

第
１
集
、
続
第
４
集
の
12
冊
と
昭
和
48

（
1
9
7
3
）
年
に
発
行
さ
れ
た
別
集
1

冊
の
計
13
冊

が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
福

岡
県
全
体
の

歴
史
を
知
る
う
え
で
非
常
に
貴
重
な
資

料
で
す
。

●�

芦
屋
の
空
く
う
や
し
ょ
う
に
ん
ぞ
う
つ
け
た
り

也
上
人
像
附
関
係
資
料
と

安
長
寺
民
俗
資
料
群

　
安
長
寺
は
、船
頭
町
に
所
在
し
た
時
宗

の
寺
で
す
。江
戸
時
代
初
期
ご
ろ
か
ら
芦

屋
役
者
に
よ
っ
て
祀ま
つ

ら
れ
て
い
た
空
也

堂
が
の
ち
に
安
長
寺
と
な
り
、現
在
に
至

り
ま
す
。
由
緒
あ
る
寺
の
一
つ
で
す
が
、

こ
の
度
、
残
念
な
が
ら
廃
寺
と
な
り
ま

し
た
。
本
尊
で
あ
る
空
也
上
人
像
が
福

岡
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
る
な
ど
、ゆ
か
り
の
あ
る
文
化
財
は
非

常
に
歴
史
的
価
値
の
高
い
も
の
で
す
。こ

れ
ら
の
文
化
財
は
全
て
、芦
屋
歴
史
の
里

で
受
け
入
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、こ
れ

ら
の
安
長
寺

民
俗
資
料
群

は
、
令
和
8

年
度
秋
に
特

別
展
を
開
催

し
、
詳
し
く

紹
介
す
る
予

定
で
す
。

�

（
芦
屋
歴
史
の
里
）

紀
史
歴
屋
芦

行
そ
の
三
百
五
十
八

芦
屋
歴
史
の
里
　
新
た
な
収
蔵
資
料
　
後
編

▼
ま
ち
の
わ
だ
い
に
掲
載
し
て
い
る

「
は
し
も
と
え
つ
よ
さ
ん
の
た
の
し

い
え
ほ
ん
の
お
は
な
し
」
を
取
材
し

ま
し
た
。
講
演
会
は
、
終
始
笑
い
が

絶
え
ず
、
会
場
は
温
か
な
空
気
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
「
思

い
が
伝
わ
り
、
心
が
温
ま
り
ま
し
た
」

こ
の
言
葉
が
胸
に
残
り
ま
し
た
。
広

報
の
作
り
手
と
し
て
、
思
い
を
届
け

ら
れ
る
よ
う
心
を
込
め
て
取
材
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
伊
藤
）

▼
二
十
歳
の
つ
ど
い
の
取
材
に
行

き
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
に
目
を
輝
か

せ
て
い
る
二
十
歳
の
皆
さ
ん
を
見
て

い
る
と
明
る
い
未
来
に
向
か
っ
て
い

く
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

私
自
身
、二
十
歳
2
周
目
を
迎
え
、ど

ん
よ
り
と
し
た
気
分
の
日
常
も
あ
っ

た
り
す
る
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
二

十
歳
の
人
た
ち
に
学
び
、
キ
ラ
キ
ラ

と
し
た
気
持
ち
で
い
た
い
と
思
い
ま

し
た
。�

（
篠
塚
）

▼
２
月
10
日
か
ら
芦
屋
歴
史
の
里
に

て
映
画
『
ト
ラ
・
ト
ラ
・
ト
ラ
！
』
の

企
画
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
芦
屋

の
海
岸
に
、
実
物
大
の
戦
艦
な
ど
の

セ
ッ
ト
が
製
作
さ
れ
た
と
聞
く
と
と

て
も
す
ご
い
こ
と
で
あ
り
、
写
真
や

映
像
で
見
る
よ
り
も
何
倍
も
の
迫
力

が
あ
っ
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

３
月
29
日
日
ま
で
開
催
し
て
い
る
の

で
、
芦
屋
歴
史
の
里
ま
で
足
を
運

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

�

（
手
塚
）

編
集
後
記

福岡縣史資料 軍服

芦屋の空也上人像

岩崎天外「梅」
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